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「安全で安心できる街づくりを」―地域コ

ミュニティ再生による犯罪の少ない街づく

りを目指し、NPO法人ものづくり品川宿は

品川区と連携して、児童見守りシステムを

開発した。同区内の公立小学校に通うす

べての生徒および品川区在住の私立小学

校生徒1万2000人がスクールベル「まもるっ

ち」を携帯。緊急時に本体を引っ張ると警

報ブザーが鳴り警告を発すると同時に、防

犯管理センターや学校、保護者に発信者の

IDが通知される。

こうしたシステムにおいては、児童がど

こにいるかが早期解決への重要情報とな

る。今回は、YOZANに端末開発を依頼し

てPHSによる運用を開始。現在はソフトバ

ンクモバイル網上でGPS機能を利用して児

童の位置を把握できるようにした。

端末は警報ピンと発信ボタンを備えた

携帯電話機だ。本人が希望すれば通話料

自己負担で通話にも利用できる。登録で

きる電話番号は2カ所までであるため、目

的外利用をしたり通話料がかさむ心配もな

い。また、着信も可能なので、警報時に電

話をかけ、緊急度を確認することができる。

当初は誤報も多く、その都度緊張感が走

ったが、最近

ではそれも減

ったとのこと

だ。現時点で

緊急を要する

通報は7件確

認されている。

本システムの一番の目的は、防犯、つ

まり地域における児童への犯罪の抑制効

果である。導入後は明らかに子供への不

審な「声かけ」が激減したとの報告が上

がり、その効果は確実に表れている。

区外在住者が子供の安全のため品川区

内へ移住する例も見られているという。

GPSを用いた児童を見守る防犯システム

特定非営利活動法人ものづくり品川宿
http://www.shinagawa-juku.or.jp/

所在地 事業内容
●Profile 東京都品川区大井4-29-22

ものづくり創造センター内
ものづくりのアドバイス、新事業の創出、
連携促進、調査研究、PRなど

特定非営利活動法人ものづくり品川宿

児童の安全確保

GPS PHS 専用端末

活用分野

キーテクノロジ
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ものづくり支援NPO業種

情報通信関連のワンストップソリューション

を主力事業とする日本コムシスは、社内外の

コミュニケーションを活性化する「モバイルオ

フィスワークスタイル」を確立。品川・大崎の

両本社ビルから全国各拠点へとシステム利

用範囲を拡大した。

フリーアドレス制のオフィスでは、自社商

品であるIP電話ソリューション「comsip」を

プラットフォームとして、NTTドコモの

FOMA/無線LANデュアル端末「N900iL」

約1000台を収容。社内・社外を1台でカバ

ーする電話利用に加え、メールやスケジュ

ーラー、掲示板、電子電話帳などWebに対

応した既存の業務アプリケーションを外出

先でも使える環境を構築して

いる。

さらに、携帯電話のカメラで

撮影した映像を自動転送する

「ビジュアル報告書」やフロア

に配置したWebカメラで別の

ビルやフロアから社員の状況

をリアルタイムで確認する「情

景共有」、多拠点の社員が同

じ画面を見ながら、経営陣の話を聞くこと

ができるミーティング用コラボレーション、

FeliCa機能を社員証として利用した入退室

管理等々、さまざまな付加価値も盛り込んだ。

これにより、社内外どこからでもリアルタイ

ムな情報共有が可能となり、社員間のコミュ

ニケーションも活性化された。外出先から

の業務アプリケーション利用を「PCの補完」

と割り切り、携帯電話という使い慣れた端

末を採用したことで、社員の利用頻度も非

常に高い。

同社では、自らのシステム利用で得たノウ

ハウを今後のビジネス拡大に生かしていく

構えだ。

デュアル端末を使い映像も取り入れた情報共有

日本コムシス株式会社
http://www.comsys.co.jp/

所在地 事業内容
●Profile 東京都港区高輪3-23-14

（品川本社ビル）
NTT情報通信エンジニアリング、電気通信エンジニア
リング、ITソリューション、社会システム関連事業など

日本コムシス株式会社

業務支援・管理 情報共有

無線LAN搭載
携帯電話 IP電話 映像通信

活用分野

キーテクノロジ
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通信設備工事・保守業種

クレジット会社などからの依頼で債権

に関する債務者の居住状況をはじめとす

る現地確認調査を請け負うアイ・シー・ア

ールでは、情報漏えい対策として、調査

対象者の氏名と住所を2枚の調査票に分け

て記載したり、調査員が携帯する鞄を鎖

でつなぐなどを講じてきた。しかし、紙

を持ち歩く限りリスクを完全に払拭でき

ない。

そこでBREWアプリ搭載のau携帯電話

を利用。本社側で調査に必要な基本情報

をサーバに登録し、調査員は基本情報の

閲覧から調査データの入力・報告までを携

帯電話でセキュアに行えるようにした。

訪問時は、まず個人を特定できない姓

と市町村名を携帯電話にダウンロードし、

調査直前に個別の詳細データを検索表示

する2段階の情報閲覧方法を採用。終了後

はデータを自動消去するとともに、携帯

電話を万が一紛失した時は、管理者側が

遠隔操作で調査データを削除できる。

その他にもアプリケーション利用にお

けるパスワード認証や業務時間外のロッ

ク機能などを盛り込んだ。情報セキュリ

ティの面に加え、本社側の作業時間を

60％削減、コスト70％削減、さらに調査

処理件数が1.5倍増となるなど効果が表れ

た。また、クライアントの問い合せにも

素早い対応が可能になった。

調査報告業務のセキュリティ向上に携帯電話を活用

株式会社アイ・シー・アール
http://www.aicr.co.jp/

所在地 事業内容
●Profile 愛知県名古屋市千種区

仲田2-15-8 NTビル8階
委託による動産・建物明度・不動産引渡・自動車引渡・
仮処分などの強制執行の事前現地調査・立会い業務等

モバイル 
ネットワーク 

調査依頼 

報告 

登録・キャンセル・終了 

途中・結果報告 

調査票2段階 
（リスト・詳細） 

営業時間外 
アプリロック 

ダウン 
ロード 調査結果報告 

調査終了報告後 
データ自動削除 

＊端末紛失時は本社からセンタープッシュ送信用携帯電話を使ってデータを削除する 
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株式会社アイ・シー・アール

情報セキュリティ 業務効率化

携帯電話 業務アプリ
（BREW）

活用分野

キーテクノロジ
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調査業（債権関連）業種

宅配便大手のヤマト運輸は2005年6月、

携帯電話とポータブルPOS等をBluetooth

で接続し、配達情報を収集・送信するシ

ステムを構築。問い合せにリアルタイム

で回答できる体制を整えた。本企画と成

果は高く評価されMCPC award 2006グ

ランプリ＆モバイルビジネス賞に輝いた。

このモバイルシステムが2006年年末の繁

忙期に向け、さらに進化を遂げた。

取り扱い個数が通常時の2倍にも達する

歳暮等繁忙期は、セールスドライバーを

臨時増員し対応にあたる。しかし、荷物

配達情報の集積に利用しているポータブ

ルPOSは高機能ゆえ高価。すべての臨時

職員に配布することはコスト的に難しい。

そこで、ポータブルPOSの基幹業務の

機能（売上の掌握等）を携帯電話に実装し、

コスト削減を図りつつ顧客の利便性維

持・向上と業務効率化を目指した。

新たに選ばれた携帯電話はauのE03CA

（カシオ製）。BREWのアプリケーション

を作り込みプッシュ型で管理できるよう

設計し、ポータブルPOSに実装してい

たマスターデータも組み入れた。モバイ

ルプリンターやクレジット決済用端末と

はBluetoothで通信する。この結果、導

入コストは従来の約半分で済んだとい

う。

慣れ親しんでいる携帯電話は、現場に

も違和感なく受け入れられた。その結果、

同社はすべての配達員による高品質なサ

ービスの提供を実現することができた。

携帯電話1台で、「宅急便の基幹業務」と「通信」を実現

ヤマト運輸株式会社
http://www.kuronekoyamato.co.jp/

所在地 事業内容
●Profile 東京都中央区

銀座2-16-10
宅急便・クロネコメール便を中心とした一般消
費者および企業向け小口貨物輸送サービス事業

Bluetooth

バーコード 
リーダー 

バーコードリーダー 
（CASIO:DT-OBS1001） 

クレジット 
決済端末 

モバイル 
プリンター 
モバイル 
プリンター 

携帯電話（CASIO:E03CA） 
（POS機能を搭載） 
・再配達メールの受信 
・BREWアプリによりQRコード作成 
・決済情報の取得 
・各種データのDUN送信 
・ご不在連絡メール作成 
・顧客情報の保存 

本社のサーバへ 
荷物情報を送信 

ヤマト運輸株式会社

顧客サービス
向上

配達情報の
リアルタイム管理

BREW Bluetooth 業務アプリ

活用分野

キーテクノロジ
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宅配サービス業業種

●調査報告業務の流れ

センターシステム 

ソフトバンクモバイル 

子機 
GPS

警報！ 

マイク 

ブザー音 

緊急 

アンテナ 

子機のマイクを通じての 
集音による状況確認や 
位置等の情報収集ができる 

父兄 
パトロール隊 
近隣 
学校 
警察 
消防などへ連絡 

センターシステムで、緊急通報を受けるとともに、父兄、
パトロール隊、近隣住民に一斉通報を行う。 

●運用イメージ（緊急時通報）

TV会議 

ルーター 

IP電話 N900iLPC

AP

SIPサーバ 

グループ 
ウェア 

モバイル 

メール、ブラウザ、 
報告書、写真の送信 

FeliCaによる 
入退室管理 

本社 

●モバイルオフィスワークスタイルの概要

●新システム概要図

今井重好社長

情報システム部
システム開発課
野口修一係長

荻野俊博マネージャ


